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日本学術会議ti'中日文化交流愚哉会席かる

11月‡lfD.学術金城L.狩いて･呼宇1月什入日の｢り虫･中居と学帝的歪の曲RILSウ＼之とJの決戎(空っに魯文収骨にもと要･上述の金色87に.

艶点者は.亀山金魚､裁卓利金QJ平野食頃

の地'捗葛か各石女大萄年初方甲府晋･

～

♯界かり瀬=角度三円氏(男波香港)田中乾押BE(文束*)内山莞姓氏(内山曹演)A:坪尻(支署要b()P'4月中瀬桝長ヰ農大坪尻が並～北東Lt出尭す暴食に･珊乾の決裁邑

学会･･研究会だより
いかに具体化するかについて我々要し､きしあた･28永常荷金が中厨科学止と草々出滋物臭威したい為官を平貯金艮色畠じて貴に叔Vする^)iJ･これに府する日本側の打者好学冶金銭亀中心として学相成身命占凋めす雪)とL.騎兵Li!.舟やrJの令妹4線石亀時布かれる長平ある.,

I'll.t川. 'rJ J..:i..I. ':.I:.I:1:HI.. rJL:三
か璃てスタンフIIr六年の虚貝取席iJL　:

て招かれていi!中村尤東大助鹿渡(和也ヰ攻)州
.&将雪･ロりハ､インド豊嘗て語WyJれLiGqJ嘩金石は十一HE.九°.1J巾望呈一

度武毛中旬金銀空耳き',に｡　　　　　　7

アメリカ.イギリス･盾ドイツ身itの中尉　!習葛の物珂から､名園にあける葛の生態~!

学会掲示板
-.(あわがい)学食且等犬の見tJ札石材

妃横網.学食'サークルの幼さ生長咋乙の桐も粁腰痛下さい.テーマや~内題虫の今3･古曲病です.各地ハ各大学で発行の卑婿･葛払.あるrJ省研究をサークルの城豊､およb専金銀との変域にも草野凍縫釣に句碑力下もい.

インドの鼓食舟iJについて'告巾に興味吊る帝骨があり･ことに亮の看ず丑宵日本人と買なC.いかなる場合に呑民架的箸と確格盤もって生者していうJHJインドL,舟什る中宮の勉曹'たとえ伊凍嘉がニューデリーや8･国の新しい等赤鼻粛し.ヤ水がイタりTの魚津研究島iJのるAiI.中画の新兵収がインド象便岬としてヨ-Dッ〟に政孝しているなi).]tOた'･ソ..矛が-心に舟け香胡
tE)気今年と､生々しいニュースやアジアの新

しい動向蔓ホすトビ･}クやあ7L,I

名訳求三凡丑噴会食.I
垣必火唾B]､pMIL雪-軍へ童篭りま寸.食喝時頼なとの妾が考え'られ許すので.斬しくみがQJ委きれるかには､中旬内.水車あるいは賢に連絡して下さい.テキストはサり､ノトが何食きれてあJTます.

⑳中iS轟薄荷免食
中与水の打息せで.今彼の胡究食は沈竜虎｢鷲まま点線済81(舌大東戊)蔓丁年又トLfL二品に当市のヰ枚の粛相互報盾として加えながら.賀王立東彼杵の基本法則藍明･fかにして_9くこととtT..つiZ.

呑4'この研究食LJやソ周東　東欧人民

酔生生東野の研究者のネB古予定されていろ.
Fai-何十iJJzIか吟各号か一才tt壷l噂沸輔　中国研先細食鼓嘗にで書題座泰)
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碑集の六円l一言から､卓也に学ぼうとする背

年が焦って卓也所定食kJ柵っL).妙StP_かなり敢頬でハばら〈に勅等3ILiLので萌るが.やがて共感の遜色辿り始めた.それtQ魯且の単身に迫り.台舟の生き方監正せうとするオ何せあち.I尊Stをとけるにめに〟卓舟･.というコトベを或喝すれば､これは嘉な〝ポーズ吋のことでは屯V､誓ハ(の立ち向,,牙である.け且場カ.世界Jt〃　ハ態度.,といっL!コトf/～でも負われるが､我々ばさっと君なr迫力｣変るつコトパとして〟着勢″Nいうのta,ある.-
4命の葛が急けれfg.決して卓也亀うfとめら

れない,t!!叶で局Vt各処が我々iJ佐井格にみる.魯且h)刺々L.よみがえらせろことが~我々の研究金の目的でみろ.

このヶ専労″萱草乾し並めて.僻見教卓､或

は節介を中心とするe･･Fオから'虎月i:定点ぶっかって春色の書に生る.･金蔵川を王に､報皆.凋免ま牡にす考q･J;方に衰えた.一人36何局農竜をし.普.Stおの音に盤する亀有埠鈎に発育して･原典の雀銀星礁Sることを″余りと名.っ叶に.

研究会噂､毎風水嘘甘平台五時から沖田東方

学会i)心で行っているので各曲を学&.つと思われるオは参加して下さい.二十二8ば城内番1号の盾鍵合.二十九日は｢魯軌とiS･.仏文学1の布省を予定している.なみr鹿老生蚤T三l終了炎　｢祖々的新文学的境萌し(河角埴患者　宅亀)の女鹿に入る.

戚｢岡鹿-号について冬色の成果を.YUさやか為が･iELもまとめて

]月にオ7号を発行しに｡

絹糸甘食最の乾叔4>主とし.寄合で発現

された金具の頼舎監加えてある.金艶の魚礁は村強のt鹿の枯曹まとめた卓の有為巾､せれ以外の始末は･ヰ政令Xの片韓の音とそれdlものである.草に草食義兄叫の裁判と婚句が希ら九号)ことカ希する.《鰍敬称かい》　各色薪鬼女の慧畠rQ且
研乾し　へBLO扱l<Y-ジ)境線垂のオにtgr l奇につき二八円(☆寮とも)且瓶もて革金蔓まで申4んでV･ilyJ犯跡舟渡･pLます.

中也近代史研男金(痕称)の発足
素姓中風の農･BLヤ､文化の研究BJ為す塘い

人々の阿t3,･赦未の舟敢し.菰血して,.i:噸

何から裁け出て　共伺して仕事宅していこうと
Jい.っ免盛が高ま･Er･現東との甘決の中から'中

姐の血代婆に対して珂帝亀頼ザかけ.せ乙に利象的勾並べ空を凝き上げit).つという野心の下に､とりあk･軒･現在皐蔑韻文神髄の学生の人々の研鬼光泉{ISt側食色盲つに空ってい号輯尊求劫のL'ぽかりでl回しかできなかったず､その十二'三人の人々の表側な封盛の中下鳥い七の負の新しい方向色愚じとるここ.bできLI｡

牙一画は十一月ュ十七日　中新兵3#宅で東

大の小山正明民がT.大栗錦熊薫について｣平熊田との衛生芭古見丘しなが･f穀をきれに.かゥてb本東本虫先帝号はなやかなわし噴､劫オ正春氏によってものされた南東木噂の層をQL盤を.内外の竜蓋邑東亜しっつ､幼オ民批判の上にi,って中風マ三つァクナ17の隻も一券的鹿yjせるとPJろ〆あっii.こNK東泉推測r:)九為に寸3.3なかった茶泉錦城兼の兵態も始りからSちかtjYJ九.外局進出t_'半って別宅
A･宗に中国ホ黛の東亜の此超が具体的に令耕

されたこiJは･大畠な戒凍てろったといわ伯ばならない･た.･i:平熊田iJの鹿塵については'ヤの面での巾r･坪的今軒､戴ぼ､広東止虜におけfQ.

桑鏡雷の吋億苛が明らかにされる曲亭がある




